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1 緒 言

　もし複素：量として表される交流回路の諸量の軌跡円に関する澗題が，複素数的取扱い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び　
のみで解決できれば，円線図の諸問題は極めて単純化することは論をまたないが，前野

で明らかにしたように，円，直線に関する諸性質は複素数幾何学で，ほとんど完全に取

扱い得るから，円線図の諸闘題は複素数幾何学を応用して，その1反扱いを極めて単純化

出来る。しかしド1線図に複素数幾何学を応用するのは極めて基礎的な事で電気回路糊線

図の金野に及ぶので，この小論文で述べ尽すことは勿論不可能なことは云うまでもな

く，また今後の研究にまつ点も多いと思うが，ここでは複素数幾何学を応用することに

よって円線図の諸問題を如何に根本的に，また普遍的に解決し得るかを示す例として，

四端子回路の一連の円線図を選んだ．四端子丁令を選んだ理由は，この團路は送配電園

路，通信回路，電気機器回路等多くの電力授受の基本的回路と考えたからである．

　円線図の作製には円の決定外に変数尺度の設定が重要であるが，尺度の問題は次報に

ゆずることとし，本四では円の決定についてのみ述べる．しかし筆者の方法ではこの円

の決定が変数尺度の作製と直接関連している．

　四端子圓路の諸量に関する円線図のみでも，小縦孝治氏著「ド｝線図」にも示されてい

るように極めて多種類である．送電端の電力拷！1，電圧Eユ，霞流∫1，アドミッタン

スy1，インピーダンスZI等を数平面とする，いわゆる送電端側円線図群と，受電端

の電力W2，電圧E2，電流Z2，アボミッタンス鶏，インピーダンスZ2等を数平面と

する受端側円線圏に大別出来る．この報告の同的は，これらの総てのFI線図を示すこと

でなく，複素数幾何学が交流園路円線図の闘題を如何に単純統一化するかを例証する

のが本旨であるので，ここではよく利用される送電端電圧瓦が一定の条件を持つ，Wエ

数平面上の灘工1線図と，受電端電圧E2が一定の条件を持つ，　W2数平醸上の諸円線図

を求めることに止める．ここにW1および確2とはP1を送電端の送電電力，　Q1を

送電端の無効電力とすれば

稀z1二Pi十ゴQ1． （1－1）

また受電端の受電電力をP2，受電端の無効電力をQ2とすれば
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　　　　　　　　　　　　　　　｝γ2篇P2＋ゴQ2．　　　　　　　　（1－2）

　なお四端子回路の常数には線型パラメーター・4，B，　C，　Pを用いた．すなわち

　　　　　　　　　　　　　　　1ヨ1＝＝ノ4132÷231「2，　　　　　　　　　　　　　　（1－3）

　　　　　　　　　　　　　　　！1・＝C五：2十〇為．　　　　　　　　　　　　　　　（1一一4）

また

　　　　　　　　　　　　　　　ノ41）一23C＝＝1　　　　　　　　　　　　　　　　（1－5）

の関係がある．上の3式から

　　　　　　　　　　　　　　E2冨1）E1－B11，　　　　　　　　　　　（1－6）

　　　　　　　　　　　　　　謝罪一CE1→一ノ脅」1．　　　　　　　　　　　　　（1－7）

　次章以後，四端子回路送電の色々の条件のもとのW1およびW2円線図を求めるが

その基本原理は全く単純で，前審⑦．式σ6＞の型の円方程式を導くにある．

　　　　　　　　　　2．　四端子回路の諸電力型円線図

　2，1　關：放および短絡時の電力

　四端子櫓幕でよく送電端，受電端の語が使われるが，必ずしも送電端は電源があっ

て，ここから電力を供給する側，受電端は負荷が接続されて，ここに電力の供給を受け

る側を意味しない．一般には送電端，受電端というのは理論的には電流の方向の取り方

に関することで，電流の方向が送電端と呼ぶ所から受電端と呼ぶ所に向って取っている

と云うことである．

　四端子回路の円線図で，よく現れる点に開放点，短絡点があるから，ここにそれ等を

示しておく。

　2．1．1受電端開放時の｝死．受電端開放時の送電端複素量型式の電力を［W圭］艇。

と表せば，受電端開放時の下の關係

　　　　　　　　　　　　　　　　E1＝．4E2，　　　　　　　　　　　　（2．1－1＞

　　　　　　　　　　　　　　　　4＝61窒2　　　　　　　　　　　（2．1－2＞

（ただしE正を基準ベクトルに取る）から

　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　ご
　　　　　　　　　　　　　　　［Wll］1含＝o＝＝rrE12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．1－3＞

2．1．2　受電端短絡時のワア1。受電端短絡時の送電端複素量型式の電力を［W1コだ2－o
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と表せば，受電端短絡時の下の関係

　　　　　　　　　　　　　　　　E1漏β1セ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．1－4）

　　　　　　　　　　　　　　　　Z1篇1）Z2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．！－5＞

　（ただしE1を基準ベクトルに取る）から

　　　　　　　　　　　　　　　．　　　1）
　　　　　　　　　　　　　　［肩ノ「1］左2篇。軍π＿．E～．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．1－6）

　2．1．3　送電端開放時のW2．送電端開放時の受電端複素量型式の電力を辺W2］ノド。

と表せば，送電端開放時の下の関係

　　　　　　　　　　　　　　　　E2竺1）・E正，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．1－7）

　　　　　　　　　　　　　　　　／2罵一CE1　　　　　　　　　　　　（2．1－8）

　（ただしE2を基準ベクトルに取：る〉から

　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　ご　2
　　　　　　　　　　　　　　［W巳コ碓。四一TE2．　　　　　　　　　（2．1－9）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D

　3．！．4　送電端短絡時のW2．　送電端短絡ll寺の受電端複素二二の電力を［罪2コ島＿o

と表せば，送電端短絡時の下の関係

　　　　　　　　　　　　　　　　E2篇一B／1，　　　　　　　　　　　（2．1－10）

　　　　　　　　　　　　　　　　為＝、4∬1　　　　　　　　　　　　　（2．王一11）

　（ただしE2を基準ベクトルに取る）から

　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　直
　　　　　　　　　　　　　　［W2］左1＿o欝一7E22．　　　　　　　　（2．1－12＞

　2，2E1とE2が一定の条件の円線図

　2．2．1擁z1数；平面の円線図．　E1を基準ベクトルに取れば式（1－6）は

　　　　　　　　　　　　　　　1ヨ2漏1）E正＿2311．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．2－1）

これから，φθ2をE2の泣相角とすれば

　　　　　　　　　　鬼一P1＋ブQ2E1・一肇遡　　（。、一、）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β　　　　　B

。の場舗賦だけで伽、受繍短融孕恥・恥とし，・｝・副畢・1の階あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lB　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B

ることが求まったが，後の計算のため，変数φ。2を消去した方程式を求めておく，式
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（2．2－2）から

　　　　　　　　　　　畝諄E、2－E1互・・一回．　　（，．2一・）

　　　　　　　　　　　　　　B々　　　Bた

上の両式からφg2を消．去す2％ば

　　　　三一（Dl艶望殉＋DP々E鼠砕E£一・（剃

　2．2；2　鬼数平面の円線図．左2を基準ベクトルに取れば式（1－2）は

　　　　　　　　　　　　　E1＝＝〆11ヨ2一｛一BI2．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．2－5）

これから1φ。1を」¢、の位相角とすれば

　　　　　　　　叫P、÷ブQ，一一4E，・＋E・軍・εブ勉　　（、．，一、）

　　　　　　　　　　　　　　　　B　　　　β

。の齢は拭だけで触、送麟1麟点一転、2を中心位置とし，，i，径が肇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　B　　　　　　　　　　　　　．8

の円であることが求まる．式〈2．2－6＞からφ、1を消去すれば

　　　　　噛（鱗㍉ら＋且孕22鬼、　βた　　　　　B）÷典譜∠・（・・一・）

　2．3　11あるいは12が一定の場合

　∫1とE1が一定のときのWI円は∫1のE1に対する位相角をφ1とすればW1＝

E、ノ、ε襲，12とE2が一定のときのW2円はムのE2に対する位相角をφ2とすれば

W2＝E212ε漉であって説明の要もないから，ここではE1とちが一定の条件のとき

の罪、円，E2とZ1が一定の条件のときの円円を求める．

　2．3．1E1と12・一定のときの研1円．　E1と／2が一定に保たれるとき，　Eユを

基準ベクトルに取れば，式（1－7＞は

　　　　　　　　　　　　為コ皿　一CE1十／1∫正．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．3－1）

これからφ、2を為の僚三角とすれば

　　　　　　　　　　　　鬼』E、・＋黒塗ブφ塗　　（。，一、〉

　　　　　　　　　　　　　　ノ4　　　　4

。醐舗一賦だけで鴻、綬繍開撫、％2榊心とし諜径が髄のr・1で
　　　　　　　　　　　　　　　　　．4　　　　　　　　　　　／1
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あることが求まる．上式からφε2を消去すれば

　　　　　凧一（響瑚＋『ぞ略・）÷CC瓢云墜α（・・一・＞

2、3。2　E2と∬1一定のときの鴎円．　E2とZ1が一定に保たれるとき；E2を基準

ベクトルに取れば，式（1－4）は

　　　　　　　　　　　　　　　／1＝CE2十1）／2．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．3－4＞

これから，φ狙を／1の位相角とすれば

　　　　　　　　　　　　賑一ξE、・＋El・1・糎　　　（・・一、）

　　　　　　　　　　　　　　　　　D　　　　P

　　　　　．　　　　　　　ご　　　　　　iE2∫！｝
すなわち陶ま下野轍点一 ﾜ既帖とし・捌麟蚤とする階ある・⊥

式からφaを滴去すれば

　　　　　眺＋醗触讐i殉＋CCたEも云墜α闘

　2．4　電力あるいは無効電カー定の円線図

　E1と送電端電力P1力弐一定のときのW1献跡はP1軸に直交する直綜，　E1と送霊端

無効電力Q正が一定のときのW1軌跡はQ1軸に直交する直線，またE2と受電端電力

P2が一定のときのW2軌跡はP2軸に直交する直線，　E2と受電端無効電力Q2が一定

のときの概2景慕は《》2軸1こ礁i：交する薩線であることは説明をまつまでもないと思う．

よってここではE、とP2あるいはQ2が一定に保たれるときのW1円とE2とP1あ

るいはQ1が一定に保たれるときのW2円を求める．

　2．4．1君1と瓦が一定のときの衛1円．左，を基準ベクトルに取る，式（1－6）

と式（1－7）から

　　　称㌔＝・P2十ブQ2＝／2E2た

　　　　　　＝（／1∫1－CE1）（DんEi－8々ム海）

　　　　　　　　　〆1B々．　．　　　．．　．　　．．　．　　　．．
　　　　　　＝「革W訊々楢D覗＋CβんW・・一CP・E12・　　（2・4－1）

この共役量を取れば

　　　　　　　　　　　　βノ4た．　．　　　．．　．　　．。　．　　　．．
　　　　　P・一ブQ・二一一扉W・W1・＋BC調・＋PA幽のαE・2・（2・4｝　）

両式からQ2を消去すれば
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　　　　　　　　　暗・一（拳躯細細E、・砂、＋孕學土ξ拳E、噌、，∠4Bた十Bご4た　　　　　　∠塗B々÷．8君々）　“

　　　　　　　　　　　＋（ρρ管．9唖ξ土解妾E、・一α　　　（、．、＿3＞

　　　　　　　　　　　　　　　　ABた十Bん

よってこの場合W1は中心位嚴Clp2および半径Rlp2が

　　　　　　　　　　　　　　　　α。，一蜂÷墜E、・，　　　（，．4＿4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、4Bた十β、4ん

　　　　貼》函（十CBた）（ノ；Dゐ一ト1ヲC々盗疏十おん＞2）瓦1迦岳語〉差慕2辱

　　　　　　一癒桑門）・1謡㌫　　（一・〉

の円である．

　　2。4．2　E1とQ2が一定のときの伊正円．　式（2．4－1）と式（2．4－2）から1㍉

を消去すれば

　　　　　　　　鶴・一（季ξ・二藍E、2舵、＋ε毎二雌E、暁、B！1ん一、4B々　　　　　．4B々一8、4ん）

　　　　　　　　　　　　＋（COに孕C・〉孕弩2ブQ・E～一・．　　（、．、＿6＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　．4．8た一B．4々

よって，この場合W1は中心位置CIQ2および半径RIQ2が

　　　　　　　　　　　　　　　　ご、。、一ε隼一學・E～，　　　（2．4＿7）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∠4Bん一βノ1た

　　　島…♂1∂疏訟剋絵1÷ぬ老1∴越這㌍1驚蛎

　　　　　　一》（議二四∫一二學垂　　　一

の円である．

　2．4．3　万2とP1が一定のときの肌円．　E2を基準ベクトルに取れば，式（1－

3），　武（1－4）　ヵ、ら
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　　　　　　　W1疋P1十ブQ1＝∫1Eユた

　　　　　　　　＝（CE2十，0。ら）（／1たE2十Bん∫2た）

　　　　　　　　＿ごムE，・＋崩魂，＋ご君轟ん＋2聾肌施ル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E22

上式の共役ベクトルを取れば

　　　　　　PrゴQ、一脇E、・＋参ご轟÷肋轟、＋墾卿，。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E22

上の2式から（？1を消．去して

　　　　　　　　鴫晦＋筆＋季魁、2脇4身・＋撃季・E22鬼，

　　　　　　　　　　　　　β1）々十・PB陀　　　　　βP々十DBた

　　　　　　　　　　　＋（、4c々十α4ゐ）召・箕2P・E、・一α

　　　　　　　　　　　　　　　　BD四十エ）Bた

よって，この場合W2は中心位置C2ハおよび半径R2p、が

　　　　　　　　　　　　　　ご，P、＿＿㌍ん÷蜂E，2，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　BDん一トPBた

（2．4－9＞

（2．4－10）

〈2．4一一11）

（2。4－12）

67

耐（・4D々十α）た〉（1）∠4ん　　　（8Pた十1）β々）攣）班一（直心舞2毎

　　　　　　一》（　　　E。48Dん十1）βゐ〉・＋藷島　　〈a・一・3）

の円である．

　2．4．4E2とQ1が一定のときの鵬円．式（2．4－9＞と式（2．4－10）からP1

を消去して

　　　　　　　離・一（芸£1≡畿磯÷鍛三器：碍陶

　　　　　　　　　　　＋（Cん｝4C・）孕＝一2ブQ・E、・一α　　（、．、＿14）

　　　　　　　　　　　　　　　　エ）．8ん一β1）々

よって，この場・合中心位遣C2Q1および半径R2Q1が

　　　　　　　　　　　　　　ご，。1一興二♀％，・，　　　（、．、＿15）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　五）Bた一80ん
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ノ

チ藤 No．11

　　　鵡訂（脇磯響毒蜘餅一（c皆野盤2ゴ鯨

　　　　　癒1鉱ア坊巻　　　　一

の門である。

　2．5　線路損失一定の場合および線路無効電カー定の場合

　2，5，1線路損失Pしと瓦が一定のときの激1円．玖を基準ベクトルに取る．

　　　　　　冊ム篇1）ゐ十ブQゐ篇稀！1－W2＝W1一為E2ん

　　　　　　　　こW1一（一CE1十〆1／1）（1）々E1－B々／1ん）

　　　　　　　　一（・一町四一嚇＋鈴脇÷鵬（・・一1）

この典役量を取り両式からQゐを消去すれば

　　　　　　鵬・イ慧f翫1麟＋D憲f憲1鵬・）

　　　　　　　　　　＋鐘D・‡9C・〉翼・1－2P・E、・一・．．　　　（、。5＿、）

　　　　　　　　　　　　　　A8々十βノ1た

よって，この場合搾1は中心位概ご1翫，半径R1翫が

　　　　　　　　　　　　　　6、。。』4・‡C學；ユE～，　　　（・．圃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．4β々十B丁々

RIP乙＝
　　　　～

　　　　》

／（蜘『齢（舞）攣q）扉越聯）器・辱

　　　　　　た即斌墨弐．ρ皇±．卿E、・÷丁72P・．　E～　（2．5－4）
　　　　　　　　　　　、4β々十8、41、　　　　　　　　．4Bん十B直々

の円である．

　2，5、2　線路無効電力Qみと訊が一定のときの糊1円．式（2．5－Dから1㌃

を消．去すれ、ば

　　　　三一｛！綴撃諺禁）蹴＋1器平平諮1恥｝
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　　　　　　　　　＋（α）た；孕Cん）肇二二璽E、・コα

　　　　　　　　　　　　　、48ん一β過々

よって，この場合硫！1は円で，その中心位置C1軌および半径・RIQLは

　　　　　　　　　　　　　　こ1Qム＝1＋IC華一．塑た＞E12，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、4β々一Bん

96

　552（

12．5－6＞

雌》旺＠F絵｝三號鯵＝亟辱一亟責齋脚短卸

平雄鋳一三一璋颪環　7）．

253獺損失P。とE，が一定のときの％円・E・艦準ベハルに取る・

　　　　　搾L；Pム十ゴQL＝宛1一種r2翫11E1た一w2

　　　　　　　　一（ごE，＋％〉（AたE、＋Bん∫・海）一w・

　　　　　　　　一些｛継，、＋（Dん一1）嘔ご雄・・＋ご舷22．（・・5－8）

　　　　　　　　　E22

上式の、共役還：を取り2つの式からQゐを消去すれば

　　　　　　卿・・《㌔踏～欝島・ぬし議誓毒ρE22殉

　　　　　　　　　　＋些タ．‡蝕躍二璽E，2・．　　　（・．5－9）

　　　　　　　　　　　　　　B1）た十PBた

よって，この場合鴫は円で，その軋位置C蹴およOミ半径R・P・は

　　　　　　　　　　　　　ご、。。⊥；即嬉一ξ争E，・，　　　（・。5－1・〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　β1）ん十1）βた

ノ～2P五；
　　　　、

　　　＝、

2，5．4

卜厘『畿窪（1＿1）．4々一B6た1）βん）2〉研塵滋睾三二乱酔

／2一ゆ諾赫画班＋議監・（　〉
線路の無効電力QゑとE2が一定のときの肌円．式（2．5－8）からPゐ



7G　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤i井真一

を消去すれ、ば

　　　　　　脇・一（D流砂云1蝋＋践器£監1班殉

　　　　　　　　　　＋（Cん一C・＞E・2－2ブQ・盈・一〇．

　　　　　　　　　　　　　　　1）β々一βz）ん

よって，この場合W2は円で，そのri．1心泣置C2Qムおよび半径R2QLは

　　　　　　　　　　　　　　　ご，。。一墾；C攣；！E、・，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pβん一B1為

No．11

（2．5一一12）

（2．5－13）

臨涯幽口細2画聖匪（c㍉翠覧2鞍

＝～±唖置欝一品＋拳毒　酬

　2．6　送電能率が一定の場合

　26．1送電能率ηと．E1が一定のときのW1円．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一一．　　　（・・一・）

上式と式（2．4－1）および式（2．4－2）から，E1を基準ベクトルに取：れば

　　　　　　　　η（罪、÷w1ん）二義E2た＋砺E2

　　　　　　　　　　　　　　．4β々十B∠4々　．　，　　　　，．　　．．　・

　　　　　　　　　　　　＝　E、2w・臨＋（軌÷BC轟

　　　　　　　　　　　　　＋（かム＋臓）臨一（α）ん十DC々）E、・．　　（2．6－2＞

上式を整理すれ・ば

　　　　　職一（且器鍔デ珊＋D雛努毒η嚥）

　　　　　　　　　　÷9ヨ・＋鋒Ef・一・．　　　　　　（・．6＿3＞
　　　　　　　　　　　、4。8々十βん

よって，この場合W1は円で，その中心位置Cユηおよび半径R1ηは
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　　　　　　　　　　　　　　ご、η』學．＋C阜・；ηE、2，　　　（，．6＿4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．4B々十8、4た

　　　　距》（1）ノ4た十CBた一　η〉（∠41）ん　　　　　（∠4βん十β∠4々）攣一日）露篶霧紗

　　　　　　十・（．4Dた十BCた十CBた一トD、4々　　　、4βた十B、4々〉＋昂　（・・一・）

　2，6．2送電能率ηとE2が一定のときの鵬円．式（2．6－1）と式（2．4－9）

および式（2．4一一10）から，E2を基準ベクトルに販れば

　　　　　　　w2十脆々　　・…
　　　　　　　　　　　　　＝∬1E1た十為々E1
　　　　　　　　　　η

　　　　　　　　　　　　βP々十1）。8々．　．　　　．．　　．．　．
　　　　　　　　　　　＝　El・　w・脆・＋（Dん÷BC・）鴨

　　　　　　　　　　　→一　（、41）々÷CB々）脆舟→一（∠4Cた一1－C／4々）E22．　　　　　　　　　（2．6～6＞

これを整理して

　　　　脇＋（加：ん＋君ごん＿⊥　　．　オかん＋ごz｝彦＿■　　．　．．　．．ηE，・隅÷　．．　．．ηE、2職　B1）た十Pβ々　　　　　　　　βPた十エ）B々）

　　　　　　　　　　　　＋4鰯士一三・E、・一〇．　　　　　（2．6＿7）

　　　　　　　　　　　　　BDん十1）Bん

よって，この場合W2は円であって，その中心位置C2ηおよび半径R2ηが

　　　　　　　　　　　　　　　■一（．41）ん十CB々）
　　　　　　　　　　　　（う2η＝罵　22一一．　．　　　　g　．　　　　E22，　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．6－8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　B1）々十PB々

砺》｛が（伽伽｝腸一（碗＋剛餅ノα＋c㌔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B1）々十ρB々　　　　　　　　　　　（BP々÷1）B々）2

　　　v喬（ノ4Z）ん十エ）ん己÷βCた十Cβた）÷・群　　（。、一，）

　　　　　　　　　　　　　　B1）た÷PBん

の門である．

2．7実効コンダクタンスー定の場合および実効サッセプタンスー定の場合



プ2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤ヂ弁　妻‘　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No・11

　2．ア．i受電端実効コンダクダンスσ2と瓦が一定のときの研i円．瓦を基準

ベクトルに取る．式（！－6），式（1－7）から

　　　　　　　　　　　0、＋ブB，一再一CE・2譜面　　　（2．7一・＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　E2　かE～一一BW圭

あるいは

　　　　　　　　　　砂、一身E、2一＿．．．盈L＿＿．　　（・．・一・）

　　　　　　　　　　　　　B　　　B｛ノ1十（G2十ゴβ2＞β｝

　　　か
原点を百E・2に移して考えれば

　　　　　　　　就㌧宛一％、2＿．．E～　．一．　（・．・一・）

　　　　　　　　　　　　　　　β　　　　B｛二十（G2＋ブB2）B｝

あるいは

　　　　　　　　　　　　G、＋ブβ，一一導㌧阜．　　（・．7一・＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bw1’　　β

この共役量を取り，両式からβ2を消去すれば

　　　　　　　　卿瞬＋（都薦謡∵甑6迦

　　　　　　　　　　　　＋撮＋煮，颪δ担）一・（・・一・）

よって，この場含瑚は，その中，雌置ご・G、および半径R・G、が

　　　　　　　　　臨｛書一み甑峯漁物忌の｝研

　　　　　　　　　　　梁隼辺躯29畢E、2，　　　（2．7－6）
　　　　　　　　　　　　A8た十B／1々÷2βB々G2

　　　　　　　　　　　　賑脇＋煮、副　　（・・一・）

の円である．

　2．7．2　受電端実効サッセプタンスB2とE1が一定のときの擁z1円．式（2．7－4＞

からG2を消去すれば
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　　　　　　　　畝’臨’一（鑑颪一諾，ブ蹴耽・

　　　　　　　　　　　　　÷警砥一直誰、鵬剛一・（・・一・）

よって，この場合W1は，その中心億置Cエβ、および半径R1挽は

　　　　　　　　　呼｛多÷君（　　　　　　13々8・4々一ノ1Bた一2ブβB々B2〉｝群

　　　　　　　　　　　一C學一D匁2ブD畢・E12，　　　（2．7＿9＞
　　　　　　　　　　　　∠4Bん一Bゑた十2ブBB々B2

　　　　　　　　　　　R1。、翫．．阜2．．　　　（・．7＿・・＞
　　　　　　　　　　　　　　　B遼た一ABゐ一2ブBB々B2

の円である。

　2．7．3　送電端実効コンダクタンス01と君2が一定のときの恥円．式（1－3）

と式（1－4＞から，β2を基準ベクトルに取れば

　　　　　　　　　　　G、＋ブβ、4－9E・2÷璽・．　　　（・．7－11）

　　　　　　　　　　　　　　　　　E1　∠4E象2十8ワゾ2

あるいは

　　　　　　　　　　．　　直　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E。2
　　　　　　　　　　π／2　＝漏　一　』71E22一｝一　　　　．　　　　．　恥　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　（2。7－12＞

　　　　　　　　　　　　　　8　　　疏D－B（G1＋ブB、）｝

　　　　直
原点を一π一E22に移して考えれば

　　　　　　　　　．　　．　直　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E、，2
　　　　　　　　　1y2’＝＝　舅／2　十∵．　E22＝　＿r＿＿＿；＿＿τ＿ご＿＿＿＿＿一…．　　　　　　　　（2．7－！3）

　　　　　　　　　　　　　　　B　　　　8｛P一β（01十ゴβ1＞｝

あるいは

　　　　　　　　　　　　　G1鵬一＿襲．惚。　　僻＿、4）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β2照2’　β

この共役量を取り2式からβ1を消すれば

　　　　　　　　吻臨一（鮎砺轟、薇評’
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　　　　　　　　　　　　　　融雪＋読一、莇⑤偽・）一・

よって，この場合W2は／1＝1で，その中心泣置C2G1および半径R2G、は

　　　　　　　　　虚飾4＝読蛎5一群

　　　　　　　　　　　＿一．聖ヒ．奪β・＋翠β・o・E、・，

　　　　　　　　　　　　　　B1）た十1）βん一2BβんGエ

　　　　　　　　　　　　　　膝臨煮面・

　2．7．4　送電端実効サッセプタンスB1とE2が一定のときの羅2円．

からG、を滴去すれば

　　　　　　　　　　肌’脇（鮎疏一諾、プ蜘鶴’

　　　　　　　　　　　　　　　書厩詔か告孤瓦殉一・

よって，この場合配2は円で，その中心位置C2β1および半径刃2疏は

　　　　　　　　　唄動F轟、爾）一会｝碍

　　　　　　　　　　　一．づ2瓶、7働±霜解走E、2，

　　　　　　　　　　　　　」［）βた一βZ）た一2ブβ．8たβ1

　　　　　　　　　　　　　R，β1＿マ．　．摯2　　．、

　　　　　　　　　　　　　　　　　80・一〇β・＋2砥β、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブ

　2．8　実効抵抗一定の場合および実効リアクタンス一定の場合

　2．8．1

る．式（1－6）と築く1－7）から

　　　　　　　　　　　　　刃、＋ブろ＝學＝DE・LB匹．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん　　一ごE～＋．4w、

あるいは

No．11

（2．7－15）

（2．7－！6）

（2，7－17）

式（2．7－14＞

（2．7－18）

（2．7－19＞

（2．7－20）

受電端実効抵抗R2とE1が一定のときのW1円．　E1を基準ベクトルに取

（2，8－1＞
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　　　　　　　　　　　吻1一％、2＋．．翠　　．　（。，一、）
　　　　　　　　　　　　　　♂4　　　・4｛β十ノ1（R2十ブx2＞｝

　　　　　　ご
原点を暫く∵E12に移して考えれば

　　　　　　　　　　吻、’一吻1一¢昨＿＿．E～　．　（，．8一，）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孟｛8十・4（鳥÷ブ超〉｝

あるいは

　　　　　　　　　　　　　　R、＋ブ砺曇L阜．　　　（。，一、〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・42〃「1’

この共役量を取り，2武からX2を消去すれば

　　　　　　　　畝’脇（急颪÷諾，撫晩’

　　　　　　　　　　　　＋穿蜘諾、即吟α（・・一・〉

よって，この場合W1は円であって，その中心位置．　ClR，および半径ノ～1R，は

　　　　　　　　　α炉｛糸砺∬；訟漏緬｝梯

　　　　　　　　　　　＿ξ藥＋蝉・＋2蜂R・E、2，　　　　　　（2．8＿6＞

　　　　　　　　　　　　・4β々十β・4々十2AA訳2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E12
　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　　　．．　　　　　．，　　　　．　　　　　　　　　　　　　（2．8－7）　　　　　　　　　　　　RIR2＝
　　　　　　　　　　　　　　　　〆1Bた十B∠4た十2ん4たR2

　3．8．2受電端実効リアクタンスX2とE1が一定のときの研1円．式（2．8－4）か

ら1～2を消去すれ、ば

　　　　　　　　鵬・一（鑑脇一舶磐、ブ廊蹴’

　　　　　　　　　　　　÷能み、一二諾、轟為吻一・　（・・一・）

よって，この腸合W1は円であって，その中心位置CIX2および半径1～1×2は
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　　　　　　　砺｛努＋謡F識＋互隔心｝砕

　　　　　　　　　一塾二興±2ブ9埜E、2，・　　　（・．8－9）
　　　　　　　　　　B君々一みβ々÷2ゴ君殴たX2

　　　　　　　　　　　R、駐！　　E12　　．　　　（2．8－10＞
　　　　　　　　　　　　　　　iBノ玩～、4Bん　　．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十2ん4たX2　　　　　　　　　　　　　　　「⊃

　2．8．3　送電端実効抵抗R1とE2が一定のときの肌円．　E2を基準ベクトルに取

る．式（1－3）と式（1－4）から

　　　　　　　　　　　　π、＋ノX、』一．照旦i±畢・．　　〈2．8＿11＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　才、　CE，＋D肌

あるいは

　　　　　　　　　　　醜一一％，・＿．，E・2　．　（。、一、2＞

　　　　　　　　　　　　　　　五）　　　D｛B－D（R1十ブx1＞｝

　　　　　　　ご
原点を暫く一∵E22に．移して考えれば
　　　　　　　D

　　　　　　　　．　　．　ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eg2
　　　　　　　　　　　　　　．rE22＝　一　一「一…一7一一一一；一’　　　　一一一．…一…．　　　　　（2．8－！3）　　　　　　　理2’コw2÷
　　　　　　　　　　　　　　1）　　　　P｛β一1）（1～1十ノXI）｝

あるいは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E。2　　B
　　　　　　　　　　　　　ノ～1十ブX玉＝…；．．．一三一十τ一．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D2罪。’　D

この共役量を取り，2式からX1を消去すれば

　　　　　　　　纏略、蝋一翫薇〉鬼’

　　　　　　　　　　　　＋警蜘一等÷蜘畔・

よって，この場合W2は円となり，その中心位遣C2R1および半径R2R、は

　　　　　　　　呼｛カ（、蝋望餅蜘一号｝班

（2．8－14）

（2．8－15＞
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　　　　　　　　　　一翠＃塑特2C鯉・E、・，　　　（2．8＿、6）
　　　　　　　　　　　　200訳1－80々一〇泓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E、2
　　　　　　　　　　　2？2R1＝＝　　＿τ　．　　　　　　∫．　　　　．．　　．　　　　　　　　　　　　　〈2．8－17）

　　　　　　　　　　　　　　　21）1）々ノぞ1－131）た　一　ノ＝）βた　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　2．8．4送電端実効リアクタンスX1とE2が一定のときの肌円．式（2．8－14）か

らπ1を消去すれば

　　　　　　　　纏庵一（幾藤ボ，ゴ瓜吻

　　　　　　　　　　　　＋振一諸、四海・（・・一18）

よって，この場合罪2は円となり，その中心位’置C2＆および半径R2濁は

　　　　　　　　呼｛か（砥一嘗÷、ブ蝋「呈｝鰐

　　　　　　　　　　尋身・一面…2ゴC畢・E，・，　　　〈a8＿19
　　　　　　　　　　　D．8た一B1）た十2∫エ）1）んXl

　　　　　　　　　　　R炉L．．、一……一型＿＿＿。　　（・．8＿、・）

　　　　　　　　　　　　　　　照7塑・＋・か嘱

　3．9　アドミッタンスー定の場合，インピーダンスー定の場合および力率一定の場合

　ある回路の実効アドミッタンスを聡その実効インピーダンスをZとすれば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　エ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Z　＝＝一∵一．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．9－1）

すなわち

　　　　　　　　　　　　｝2i「ム・　著一一y・　②・一・）

　すなわちアドミッタンスー定の条件とインピーダンスー定の条件は同一である．また

力率飛の鮒は聾たは，孝綻の条件胴一条件である．よ・て本節では国磯

の場合とY一定の場合を取扱う．

　　　　　　　㌧，

　2．9．1受電端実効アドミッタンス巧とE1が一定のときの畝円．瓦を基準べ
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クi・ルに取る．式（1－6）と式（1－7）から

　　　　　　　　　　　　　鞠，・些無弱E12‡興。　　　（29＿1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　E2　0E12一一BW王

あるいは

　　　　　　　　　　　　　咋ρE、2＿．E…2．　　（、．9→）
　　　　　　　　　　　　　　　　B　　　　B（・4÷B】らεゴ02）

　　　　　　力
暫く原点を∵E～に移して考えれば

　　　　　　　　　　鬼蝋一身群一一＿卑三．　（。，一，）

　　　　　　　　　　　　　　　　B　　　β（A＋By至εゴθ2）

あるいは

　　　　　　　　　　　　　　玲、…＿旧し尋．　　　（。，一、）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β2w1’　8

ζれの共役量を取り2式からθ2を消去すれば
殴

　　　　　助臨一（幽閑詳舶、鬼’＋書蝋艶瓢岡

　　　　　　　　　一．＿E遥　一α　　　　　（2．9＿5）
　　　　　　　　　　，88身（一B．8たy⊇2一4轟〉

よって，この場合W1は円で，その中心位置l　qy2および半径RIY2は

　　　　　　　　　　　らド｛書＋百吻1遣㌧緬｝穿

　　　　　　　　　　　　　　　零製一94々E12，　　　（。，＿、）
　　　　　　　　　　　　　　　　8βがら2一・4・砺

2
ば

　
馬
。
　
オ

9
扁
　
づZ
去

　
消

砺一砿誘羅颪ド颪読廷脇）｛

　　　＿＿記しi．　　　　　（、鋤
　　　　　βB々】ら2一ん4た1

受電端力率Cosθ2と瓦が一定のときの研、円．式（2．9－4）から鶏を
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　　　　　　　　　助臨（幾脇三塁㍍4耽

　　　　　　　　　　　　　＋転．研碧『咋α　（。，一、）

　　　　　　　　　　　　　　　B．8んε〆oLA8んεづθ2

よって、この場合W1は円となり，その中心位置：Clo2および半径凡02は

　　　　　　　　　　砺一｛多＋終曲ご猛3）｝即

　　　　　　　　　　　　　力盈ん　εブ02　＿　 ご君た　ε一ゴ02

　　　　　　　　　　　　＝　一ざ一㌣一一一一一；一一；…一｝………一E12，　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．9－9）

　　　　　　　　　　　　　　B∠L々εブ02一、48々ε一ゴθ2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E12
　　　　　　　　　　　　　　R・ゼ舳、，…一喫、一…1　　（Z9一10）

　2．9．3　送電端実効アドミッタンスr1とE2が一定のときの鵬円．式（2。7－14）

から

　　　　　　　　　　　　　　H、洗＿馨嫁，　　　（。，一、1＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B2w2’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B

これからθ1を消去すれば

　　　　　三一（孕．．E12．搾，’牽孕．．E22．蹴々B々、DD々一ββんγ12　　　　B　DPた一君B々｝盃2）

　　　　　　　　　＋＿．．E・土。．一一α　　　　（・．・＿12＞
　　　　　　　　　　　Bβ鼠1）D々一ββ々｝712）

よって，この場合W2は円℃あって，その中心位遣C餌，および半径R2y1は

　　　　　　　　　　　砺｛莇ポ㌔蜘一芸｝班

　　　　　　　　　　　　　鍔禦は4蟹E22，　　　（。，＿13＞
　　　　　　　　　　　　　　　1）1）た一BB々V12

砺》 1）1）々E24 E24

　BB々（PI）舟一BB々｝τ12）

　　｝！1E22

1）1）々一BBんy～

βB々（PP々一Bβを｝窪2＞

（2．9一一14＞
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　29．4　送電端力率cOsθ1と忍2が一定のときの恥円．式

消去すれば

　　　　　　　　　胸噸一（鉱ぞ菰躍胸

　　　　　　　　　　　　　　＋愉し．Eと酵．鵜た一α

　　　　　　　　　　　　　　　Bエ）β々ε一ブ01一、B1）んεゴOI

よって，この場合W2は円で，その中心位置C筋および半径ノ～26、は

　　　　　　　　　嘱一（βん　　　ε一ゴθ1　　　遼βD8たε｝ゴθ1－B1）んεノθ1　β）斑

　　　　　　　　　　　一≦β・ε一志≠9・εブθE，・，

　　　　　　　　　　　　　PBたε一ゴθ1－BD々εゴθ1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E22
　　　　　　　　　　　1～2θ、＝　．．　　　．．　　．
　　　　　　　　　　　　　　　Z）Bんε一∫”三一81）たε∫”1

　2．10

　2。10．1

E1を基準ベルトルに取る．式（1－7＞から

　　　　　　　　　　　G，、＋ブβ、ド至一一CE・2＋蝋．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　EI　　　　E12

　この共役量を取り，2式からβ21を消去すれば

　　　　　　　　　　　ノ4舅／1十ノ4々レレ71々竺　（C→一C々十2G21＞E12．

よって，

で原点を通る直線

　　　　　　　　　　　　　　　・4W1一・砺W1ん＝0

　　　　　　　No．11

（2．9一一11）から名を

（2．9－15）

（2。9－16＞

（2．9－17）

相互コンダクタンスー定の場合および相互サッセプタンスー定の場合

　送電端から見た相互講ンダクタンスσ21とE1が一定のときのW1軌跡．

（2．10－1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．10－2）

　　　　この場合ラア1は／1層こ直交する直線である．式（2．10－3）直線と，・4々に平行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．10－3）

との交点，すなわち式（2．10－2）直線に原点から下した垂線の足2＞1G2、は

　　　　　　　　　　　　N、G、、一（C＋C・＋軍・・）E・2．　　　（、．、。＿、）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2／1

　2．10．2　送電端から見た楓互サッセプタンスB2、とE1が一定のときの伊1軌跡。
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式（2ほ0－1）からG21を消去すれば

　　　　　　　　　　ノ1W1一　ノ4たW鈎＝（C－C々一ト2ブ2321＞E12．　　　　　　　　　　　（2．10－5）

よって，この場合W1はんに平行な直線となる．との漁：線と，轟に直交し原点を通る

直線

　　　　　　　　　　　　　　　ノ4VレF1一←∠4た耳／1ん篇0　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．10－6）

との交点，すなわち式（2、10－5）直線に原点から下した垂線の足2＞1β21は

　　　　　　　　　　　　ルβ21」隻皇．‡塑…置．　　　（・．・・＿7）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2A

　2．10．3　送電端から見た相互コンダクタンス021とE2が一定のときの鵬軌跡．

E2を基準ベクトルに取る．式（1－3）から

　　　　　　　　　　　G，、＋ブB，、一皐一．W・。．，　　（。、。＿、）

　　　　　　　　　　　　　　　　　E、　・4E22＋βWF2

あるいは

　　　　　　　　　命、一尋E22＋∵一＿．躍．　．　（2．・・＿9）
　　　　　　　　　　　　　B　　　β｛1－B（G21十ブB21）｝

　　　　　　蓋
暫く原点を一∵E22に移して考えれば

　　　　　　　　例一賑撃E22一丁　一罵鑑＿．．、．　（2ほ・＿、0）

　　　　　　　　　　　　　　一8　　β｛1－B（G2、＋ブβ21）｝

これから

　　　　　　　　　　　　G、1＋ブβ、、4一翼22．　　　（2ユ・＿、・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　β　　β2種「2’

この共役量を取り，2式からB21を消去すれば

　　　　　　　　的一一（勧三野努輪胸

　　　　　　　　　　　　＋套㌔＋譜猛砺殉一・　（蜘一・2）

よって，この場合WF2は円で，その中心位置C2G21および半径1～2G、、は
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　　　　　　　　　ら一肱譜2鵬「書｝鰐

　　　　　　　　　　　　一．塑・ρ21；・＞E，乳　　　（。、・＿13）

　　　　　　　　　　　　　B÷B々一2ββんG21

　　　　　　　　　　　　R、G21一．．．・望22．．1．　　（…一・4）

　　　　　　　　　　　　　　　　β＋二一2ββ々G2、！

　2．10．4　送電端から見た相互サッセプタンスβ21とE2が一定のときの研2軌跡．

式（2．10－11）から021を消．去すれば

　　　　　　　　鰍一｛鑑、脚響毒一訂胸

　　　　　　　　　　　　÷璃讃瀦畔・（・・圃

よって，この場合W2は円で，その中心位置C2β21および半径鳥β21は

　　　　　　　　ら一｛套㌔、臨是蘭）一艶

　　　　　　　　　　　一．直（2塑・・二1）E，・，　　　（…一16＞

　　　　　　　　　　　　B々一8－2ブBBたB21

　　　　　　　　　　　　　凡囲瓦∵篇鳳　　（…一・7＞

　2．質　相互インピーダンスの抵抗分一定の場合リアクタンス分一定の場合

　2・ll．1送電端から見たインピーダンスの抵抗分E21とE1が一定のときのπz1軌

跡IE1を基準ベクトルに取る．式（1－7）から

　　　　　　　　　　　R，汁鎚、＿學＿　．．E・2．．．　　　　（2．11＿1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫2　　－CE12十・4　W1

あるいは

　　　　　　　　　　　　畝一壷＋理学ブ㌔プ　　⑳一・〉

　　　　　　ご
暫く原点を一7E12に移して考えれば
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　　　　　　　　　　　咋砂、一皇昨㌘』L．・　（。、、一，）
　　　　　　　　　　　　　　　　　・4　　　・4（ノ～21十ブx21＞

あるいは

　　　　　　　　　　　　　　R21＋ブ巡、一．聖．　　　　（2．、、＿4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遼w1’

この共役量を取り，2式からX21を消去すれば

　　　　　　　　　鰍」（爺恥，葺丸1吟・　（…一・）

　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

よって，この場合W1は円であって，その中心位置C、R2、および半径ノ～1R2…は

　　　　　　　　　　　　　曜（C　　　1∵十一．．4　　2、4R21）堺　．．（・・1一・｝

　　　　　　　　　　　　　　　　R1。，、一．畢．．　　　　（・．、、＿7）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2／1R21

　2．11．2　送電端から見た相互インピーダンスのリアクタンス分X21と賜が一定の

ときの羅1円．式（2．11－4）からR21を消去して

　　　　　　　嘱一（煮譜＋、ブ畿蛙α　②・・一・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

よって，この場合W1は円で，その中心位置C1梅および半径瓦漁は

　　　　　　　　　　　　　蝋身＋、嵐）照　　伽・一・）

　　　　　　　　　　　　　　　π1x21＿＿畢．　　　　　　（2。11＿10）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・4×21

　2．11。3　送電端から見た相互インピーダンスの抵抗分1～21と燭が一定のときの

W2軌跡．　E2を基準ベクトルに取る．式（1－3）から

　　　　　　　　　　　　R，、＋ゴ渇、＿桑＿．．鬼．．　．　伽＿、1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　E、　／1E22＋B772

あるいは

　　　　　　　　　　伽、一一4E、・＋．　．鰐　　．　（2．・、＿、2）

　　　　　　　　　　　　　　β　　　　β｛1－B（1～21十ブX21）｝

　　　　　　　ゑ
暫く原点を、一7E22に移して考えれば
　　　　　　　β
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　　　　　　　　励ゆ，＋4E，・一7　運・2＿．　（2．、・＿、3）
　　　　　　　　　　　　　　　β　　．8｛1－8（1～盆汁ブX2、〉｝

あるいは

　　　　　　　　　　　　　R、、＋酋一↓一．卿醐　　　（2．11＿14）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β　　β2w2’

この共役量を取り，2式からX21を消越すれば

　　　　　　　　　鶴〆一（鮎＋誰㌦鳳丸’

　　　　　　　　　　　　　鶴＋護騙殉一α⑳一・5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

よって，この場合W2は円であって，その中心位置C2R2Σおよび半径1～2R21は

　　　　　　　　幅一（Bん　　　　．4　　　　　　ABB十β々一2BB々凡1　B）班

　　　　　　　　　　　一．聖脇・；1）E22，　　　　（2。・1＿・6＞
　　　　　　　　　　　　B＋Bた一2おB々1～21

　　　　　　　　R、。21一。＿．．朋・2。．　．　　　　（2．・1一・7）

　　　　　　　　　　　　B＋一8々一2Bβ々R21

　2．質．4　送電端から見た相：互インピーダンスのリアクタンス分為1とE2が一定の

ときの鵬円．式（2．11－14）からR21を消去すれば

　　　　　　　　胸転一（幾、β鵡画一疏向

　　　　　　　　　　　　　＋裂、ブ君詳卸君瞬）一・　（…一18）

よって，この場念僻2は円で，その中心位置ご2瀧、および半径ノ～2x2、は

　　　　　　　　　高…（β々　　　　　、4　　　　　　AB－2プBB々十B々一β　B）斑

　　　　　　　　　　　　一墨霧ブ肇・‡1）．E、馬　　　（2．1・＿・9＞

　　　　　　　　　　　　　一2／BB々十β身一B

　　　　　　　　　　　幅七細器鼠　 （…一・・〉
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　2：12相互アドミッタンスの大きさ一定の場合および偏角一定の場合

　相互アドミッタンスの大きさ一定であれば勿論，相互インピーダンスの大きさは一定

であり，相互アドミッタンスの偏角が一定であれば，相互インピーダンスの偏角も一定

であるから，ここでは表題のもののみを述べる．

　2。12．1送電端から見た相互アドミッタンスy21と揚が一定のときの肌円．瓦

を基準ベクトルに取る．式（2．10－1）は

　　　　　　　　　　　　巧、ε・・21ま一二鑑土硯．　　（、．12＿1＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　E三　　　　E12

これからθ21を消去すれば

　　　　　　三一（％、2療卑E疏た、4た　　 A）＋6～三一奪一・（・12一・）

よって，この場合W1は「qで，その中心位置Cly21および半径1～1r21は

　　　　　　　　　　　　　　　　・　　o
　　　　　　　　　　　　　　　Clyセ1＝＿r　E12，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．12－3）

　　　　　　　瓦…》i距一ご亨群煮昂（・・2一・）

　2．12．2透電端から見た相互アドミッタンスの偏角θ21とE1が一一定のときのW1

軌跡．式（2．12－1）からyを1を消去すれば

　　　　　　　　∠4ε｝ブ02z稀z1一一ノ4々εゴ021稀zlん＝二（Cε一つθ21－Cたεゴ021）E12．　　　　　　（2。12－5）

　よって，この場合W1はんεブθ2iに平行な直線である．この直線とんεゴθ21に直交し

原点を通る直線　　，　　　　　　　し

　　　　　　　　　　　　　み・一ブ021｝7・ナ廊・ノθ2鰯1・＝α　　、　（2・1ト6）

との交点，すなわち式（2．12－5）直線に原点から下した垂線の足を2＞1θ2、とすれば

　　　　　　　　　　　　ル、θ、1』Cε一ノ12’織ε’θ21E、2。　　　（2．、2＿7）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2／4ε一ゴθ21

　2．12．3　送電端から見た相互アドミッタンスr21とE2が一定のときの研2軌跡．

・　　　　　　　　　　　　　　　　直
E2を基準ベクトルに取る．また暫く原点を一∵E22に移して考えれば，式（2，10－11）

から



　　　　　　　　　　　　B疎（1一．8β認2、2）2　B臨（1－B．8融～、2＞

　　　　　　　　　　一V脇異・E・2．　　　　　　（。、2＿、1）

　　　　　　　　　　　　1．一Bβ々〕ら12

　2．12．4送電端から見た相互アドミッタンスの偏角θ21とE2が一定であるときの

πZ2軌跡．式〈2．12－8＞から｝㌔1を消去すれば

　　　　　　　　　帆〆《套評尭諜一評吻

　　　　　　　　　　　　　＋警簾2講義脇ん）一・　（・・2一・2）

　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

よ・て・こρ場合確・は円で・その中心位置C・・21および半径R・・21は

　　　　　　　　　　砺一（Bん　、4εづθ21　　直Bβ々ε一ブθ21一8εブ021　β）鰐

　　　　　　　　　　　　　　　　、4ε一ゴ02L
　　　　　　　　　　　　＝　 ．　　　　　　　．　一E22，　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．12－13）
　　　　　　　　　　　　　8んε一ブθ2一8εブ021

　　　　　　　　　　　　　　R，θ、、一．rみE・2＿．　　　（2・2＿、4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　一Bんε一ブθ21一βεゴθ21
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　　　　　　　　　　　　　易1ε・21一‡一肌ξ・2．　　　　（2ユ2－8＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　β　　B2w。’

これからθ21を滴去すれ．ば

　　　　　　吻脇（∠4々　　　Eウ2　　　●　　／1　　Eウ2　　　　，マー　　．≡　　w2’十∵　　　デ．　w2々βた1－B疏｝優　「　　β1一βBん】ら12）

　　　　　　　　　　　＋．．舶1。　E、・一〇．　　　（2．・2＿9）
　　　　　　　　　　　　βB々（1－BBた｝㌔1＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

よって，この場合W2は円であって，その中心位置つ2y21および半径R2y2、は

　　　　　　　　　　　幅一（．4　　　1　　　　遼B1－Bβん｝～12　8）班

　　　　　　　　　　　　　rf撫馨　　　（2．12－10）

　　　　　　　幅謀議爵「’田田一蓋訟…　一
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．2・13

　2．13．

一7）から

　　　　　　　　　晒一無一。學＋醐一直一撃劇

　　　　　　　　　　　　　∬1　　　　wま　　　　　　　w1

この共輝を駒・2式からβ噸三法すれば

　　　　　　　隅一G票艶．＋孟響毒臨）

　　　　　　　　　　　　　ごごた
　　　　　　　　　　　十　．．一一E14＝0．
　　　　　　　　　　　　ん4々一α12

　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

よって，この場合W1は円で，その中心位置C1。1および半径瓦。zは

　　　　　1　　4。＿錐一間
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん4た一α∫2

　　　　　　　　　　砺一厭戦一罪等

　　　　　　　　　　　　4塾．E、2．

　　　　　　　　　　　　　、4ん一α12

　　　　　　’∫1

ば

　　　　　　　　　　　　　　　　＿．f・εゴβ4　E、吻1

　　　　　　　　　　　　　　　　／1たεノβ」　一　ノ4ε一ゴβ1

　　　　　　　　　　　　　　＋．cε　’βl　E紳、、一α

　　　　　　　　　　　　　　　ノ窪ε一ゴβ1　一　∠4たεゴβz

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

よって，この場合W」は円で，その中心位置C1βzおよび半径1～1β」は

　　　　　　　　　　　　　鉱一．む三輩r職

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ4ε一ゴβz　一　ノ4々εゴβ1

　　　　　　　　　　　　　R1β戸＿璽：む＿．
　　　　　　　　　　　　　　　　　〆4ε一ゴβ1一ノ4たεゴβz
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轍瀬一定の場合およ輝高位雛一定の場合

1袈。、とE、が一定のときの噸跡左1艦準ベクトルに取る試（・

　11

（2．13－1）

（2。13－2＞

（2．13－3）

（2．12－4）

21a2冷一β、とE、が一定のときの畝、軌跡式（213－1）から・、を融すれ

　　　　　　　　　瞬・・一（

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　（2．13－5）

（2。13一一6）

（2．13－7）
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・1・・ K一嘱候のときの蝋跡茂辮べ・陳最・試（・

一4）から

　　　　　　　　　　　。、、・βF無∵＿肱＿．　　　（2．・3＿8）

　　　　　　　　　　　　　　　　∫、　CE22÷OWF2

あるいは

　　　　　　　　　　　　　　＿L一餌9鰯，　　　　（2．13＿9＞
　　　　　　　　　　　　　ατεノβr　　　y72

この共役量を取り，2式からβ∫を消去すれば

　　　　　　　　鵬・《、PCI．E22晦、CPI．E22殉

　　　　　　　　　　　　　凝一DD々　　癖一PD々

　　　　　　　　　　　＿」儀＿E、・＿0。　　　　　（2．13－10）
　　　　　　　　　　　　　1　　・・
　　　　　　　　　　　　炉一poた

よって，この場含W2は円で，その中心位置C2。1および半径1～2。∬は

　　　　　　　　　　　　　こ娠CD準2　E、礼　　　②・3一・・＞
　　　　　　　　　　　　　　　　1－DI）たα∬2

　　　　　　　　　　回鴛2協；轟

　　　　　　　　　　　　　〉こご、α、
　　　　　　　　　　　　＝　　　　　．　．　　　　E22．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．13－12）

　　　　　　　　　　　　　1－Pエ）々α7

　　　　　　ノリ　　　　　　　　　　．
213 `云謁とE・力碇のときの鴎輯試（a13…9＞か騒を融す

れば

　　　　　　　　　　鬼臨一（か語ぎ減眺

　　　　　　　　　　　　　　＋陶管臨暁）一・　（一3）

よって，この場合W2は円で，その中心位置C2β∬および半径R恥は
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　　　　　ごεノβ∬
C2β∬＝「・　　　　　．　　E22，
　　　1）たε…ゴβ」一　1）εゴβ1

1～2β∫＝
ごE22

1）彦εづβ／一一1）εゴβ！

（2．13－14＞

（2．13－15）

3　結 言

以上四端子回路電力型円線図の主なものを示したが，これを通覧すると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　w漏Q十Rεブε （3－1＞

の型の方程式に導かれるもの〔2．2．1項12．2．2項，2．3．1項，2．3．2項，2．12．1項目，

　　　　　　　　　　　　　　　　三山＋㌍　　　　　（3＿2）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　c十49

の型の方程式に導かれるもの〔2．7．1項，2．7．2項，2．7．3項，2．7．4項，2．8．1項，2．

8．2項，2．8．3項，2．8．4項，2．9．2項，2．9．4項，2．10．3項，2．10．4項，2．11．1項，

2。11．2項，2．11．3項，2．11．4項，2．12．4項，2．13．2項，2．13．4項〕，

押』＋δεブε

　　‘十4εノ9

の型の方程式に導かれるもの〔2．9。1項，2．9．3項，2．12．3項，2．13．1項〕，

　　　　　　　　　　　　　　　　レ7＝α十δz

の型（直線）の方程式に導かれるもの〔2．10．1項，2。10．2項，2．12．2項〕，

（3－3＞

（3－4＞

　以上の何れの型の方程式にも導かれないものC2．4．1項，2．4．2項，2．4．3項，2．4．4

項，2．5．1項，2．5．2項，2．5．3項，2．5．4項，2．6．1項，2，6．2項〕　となっている．

　式〈3－1）の型に導かれるものは，その中心位置および半径はそれぞれQおよびRで

円の決定にあと何の計算も必要としない，最も都合のよい円方程式である．しかし見ら

れる通り，この型の方程式に導かれる数は少ない．式（3－2）の型に導かれるものは，

その数が非常に多い．しかし従来は，これから円の中心位置，半径を求めるのに更に手

のかかる計算を要した．式（3－3）の型に導かれるものも若干あるが，この型に導かれ

た場合従来は式（3－2＞の型と同様，その円の中心位置，半径を求めるのに更に手数を

要した．式（3－4）の型に導かれるのは軌跡が直線の土易合である．

　従来取扱かいの特にめんどうであったものは上に示した円方程式の何れの型にも導か

れない最後のものである．

　しかし何れの型の方程式に導かれる円も，またこれ等のF坊程式に導かれない円も
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WW々÷（QたW÷Q肱）十（2（2ん一RRん竺0． （3－5＞

の型の方程武には自然と思われる程容易に導かれることを本報告は示している．そして，

この式に導かれた円の中心位遣，墨径はそれぞれ，QおよびRであって，これを求め

るのに殆ど手数を要しない．更にこの方法は次回に発表さして頂く｝］二職図付設の均等目

盛り尺度を求めるのに非常に都合のよい型の方程式である．

　終りにこの研究にたえず貴重な助欝を頂いた石橋教授（現電機大学），東京工業大学

森田教授（現沖電気工業株式会社〉，粟屋教授，中野教授を初め本学電気工学科，通儒

工学科，数学教室の先生方に厚くお礼申し上げ，又研究結果の整理に尽力して頂いた中

村浩君，宮下登君に謝意を表する．
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                               Summary

            Application of Complex Geometry to Circular Diagram

            (Power-type Circular Diagram of Four Terminal Circuit）

                            Shinichi FUJII

          (Department of Electrical I]' ngineering, Faculty of Engineering)

   This paper gives tke methods about the finding and the decision of many

power-type circle diagram of a four-terminal a. c. circuit by the complex

geometric treatment on circular diagram. And it also shows that by the new

metkod of treatment on circle diagram can be dealt with more easily the

problems which are di{licuk to treat by the old method, and that generally

the arangement of circular diagram can be made simplified by the new

method.


